
【資料－２】健康保険法と療養担当規則（薬担）関係法規文の抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔一部負担金の支払値引き（減免）を禁止する法的根拠〕 

健康保険法 

（一部負担金）  

第七十四条  第六十三条第三項の規定により保険医療機関又は保険薬局から療養の給付

を受ける者は、その給付を受ける際、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該給付につ

き第七十六条第二項又は第三項の規定により算定した額に当該各号に定める割合を乗じて

得た額を、一部負担金として、当該保険医療機関又は保険薬局に支払わなければならない。

一  七十歳に達する日の属する月以前である場合 百分の三十  

二  七十歳に達する日の属する月の翌月以後である場合（次号に掲げる場合を除く。） 百

分の二十  

三  七十歳に達する日の属する月の翌月以後である場合であって、政令で定めるところに

より算定した報酬の額が政令で定める額以上であるとき 百分の三十  

２  保険医療機関又は保険薬局は、前項の一部負担金（第七十五条の二第一項第一号の措

置が採られたときは、当該減額された一部負担金）の支払を受けるべきものとし、保険医

療機関又は保険薬局が善良な管理者と同一の注意をもってその支払を受けることに努めた

にもかかわらず、なお療養の給付を受けた者が当該一部負担金の全部又は一部を支払わな

いときは、保険者は、当該保険医療機関又は保険薬局の請求に基づき、この法律の規定に

よる徴収金の例によりこれを処分することができる。  

 
〔患者の一部負担金を受領する法的根拠〕 

保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則（薬担） 

（患者負担金の受領）  

第四条  保険薬局は、被保険者又は被保険者であつた者については法第七十四条 の規定によ

る一部負担金並びに法第八十六条 の規定による療養についての費用の額に法第七十四条

第一項 各号に掲げる場合の区分に応じ、同項 各号に定める割合を乗じて得た額の支払を、

被扶養者については法第七十六条第二項 又は第八十六条第二項第一号 の費用の額の算

定の例により算定された費用の額から法第百十条 の規定による家族療養費として支給される

額（同条第二項第一号 に規定する額に限る。）に相当する額を控除した額の支払を受けるも

のとする。  

２  保険薬局は、法第六十三条第二項第三号 に規定する評価療養又は同項第四号 に規定す

る選定療養に関し、当該療養に要する費用の範囲内において、法第八十六条第二項 又は第

百十条第三項 の規定により算定した費用の額を超える金額の支払を受けることができる。  

 
※健康保険法では、患者は一定割合の一部負担を支払わなければならないことを明記し

薬担規則では、保険薬局は一部負担金の支払いを受けるものとするという規定になっ

ている。 

 →健康保険法と薬担規則によって、減免が禁止されている法的根拠になっているもの

と考えられる。 


